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メッセージ 出力例 原因 対処方法

[情報] 要領(案)[◎◎]は検査されていません。
[情報] 要領(案)[デジタル写真管理情報基準(案)]は検査さ
れていません。

成果品に納品フォルダ（管理ファイル）がない場合に、表示
されます。
この場合、要領（案）の自動判別では、「XML存在しません」
と表示されます。

納品ファイル自体が存在しない成果品ではエラーではあり
ません。
その場合、修正の必要はありません。

[情報] フォルダ[◎◎]は検査されていません。 [情報] フォルダ[PHOTO]は検査されていません。
検査時のオプション（STEP3）で、フォルダに対する検査を外
した場合に、表示されます。

検査時のオプション（STEP3）で、フォルダに対する検査の
チェックを外さずにチェックすることで発生しません。

○枚目のCDにある成果品はルートに格納されていません。 1枚目のCDにある成果品はルートに格納されていません。
CDのルートに、何らかのフォルダが作成されていて、その
中にINDEX_C.XML及び納品フォルダが格納されています。

CDルート直下に成果品を格納して下さい。

DTDファイル( ○○ )が存在しません。 納品ファイル( INDE_D03.DTD )が存在しません。 成果品に指定のDTDファイルが格納されていません。 DTDを格納して下さい。

納品フォルダ( ○○ )が存在しません。 納品フォルダ( BORING )が存在しません。
INDEX_CXML（INDEX_D.XML）にフォルダ名が記述されてい
るが、成果品に納品フォルダが存在しません。

フォルダの有無、XMLの記述を確認して下さい。
フォルダの存在必要ない場合は、XML中から該当フォルダ
の記述を削除してください。

○○が存在しません。 BORING\BORING.XMLが存在しません。
インデックスファイルにフォルダの記述があり、実際にフォ
ルダも存在しているが、フォルダ内に管理XMLファイルが存
在しないときに表示されます。

インデックスファイルから情報を削除し、実際のフォルダも
削除してください。

ファイル名( ○○ )が規約外です。ファイル名は( ○○ )で
す。

ファイル名( C0PL001Z.p21 )が規約外です。
ファイル名は(半角英数大文字  1桁以上12桁以内 )です。

成果品のルート或はフォルダに、ファイル名が要領（案）に
準拠していないファイル（文字数オーバー、使用文字）が格
納されています

要領（案）のファイル名命名規則に従って、ファイル名の修
正して下さい。特に英字は小文字の使用はできません。

フォルダ名( ○○ )が規約( ○○ )外です。
フォルダ名( aaaaaaaaaaa )が規約( 半角英数大文字  1桁以
上8桁以内 )外です。

成果品のルート或はフォルダに、フォルダ名が要領（案）に
準拠していないフォルダ（文字数オーバー、使用文字）が格
納されています。

要領（案）のフォルダ名命名規則に従って、フォルダ名の修
正して下さい。

【注意】XMLに記載のないフォルダ(○○)が存在します。 XMLに記載のないフォルダ( REPORT )が存在します。
各種管理XMLファイルに納品フォルダの記述はないが、実
際にフォルダが格納されている場合に表示されます。

フォルダは必要かどうか、或はXMLファイルに記述漏れか
どうかを確認して下さい。
基本的に要領案で決定されているフォルダ以外が存在する
場合表示されます。既定以外のフォルダは作成しないでく
ださい。

○枚目のメディアの△△の内容が、○枚目のメディアの△
△と一致していません。

1枚目のメディアのPHOTO.XMLの内容が、2枚目のメディア
のPHOTO.XMLと一致していません。

複数枚の成果品CDで、納品データが複数のCDに跨る場
合、同じXMLを格納する必要があり、異なったCDに格納さ
れたXMLの内容が違います。

複数のCDに同じXMLを格納するように、修正して下さい。

エラー件数が指定制限値を超えたため、チェック処理を中
断しました。

（同エラーメッセージ）

総エラー数が環境設定で指定されている制限数に達した時
に表示されます。
環境設定にて「制限しない」を選択している場合もエラー件
数が999に達した時点で本メッセージが表示され、チェック
は停止します。

【注意】件数は中断カウントに含まれませんので、エラーを
修正し、本メッセージが表示されないようにしてください。

【注意】XMLファイル( ○○ )が存在しませんが、納品フォル
ダ配下にフォルダが存在します。

XMLファイル( DRAWING.XML )が存在しませんが、納品フォ
ルダ配下にフォルダが存在します。

注意メッセージです。
納品フォルダにXMLがありませんが、（左記例では
DRAWING）フォルダにフォルダが格納されています。

本来、対象のフォルダに何らかのフォルダが存在する場
合、管理ファイルであるXMLの存在は必須となるはずです。
管理ファイルを作成し、納品フォルダの内容を記述するか、
納品フォルダの格納フォルダを見直してください。

【注意】XMLファイル( %1 )が存在しませんが、納品フォルダ
配下にファイルが存在します。

XMLファイル( DRAWING.XML )が存在しませんが、納品フォ
ルダ配下にファイルが存在します。

注意メッセージです。
納品フォルダにXMLがありませんが、（左記例では
DRAWING）フォルダにファイルが格納されています。

本来、対象のフォルダに何らかのファイルが存在する場合、
管理ファイルであるXMLの存在は必須となるはずです。
管理ファイルを作成し、納品ファイルの内容を記述するか、
納品ファイルの格納フォルダを見直してください。
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XMLファイルが存在しません。 （同エラーメッセージ）

通常XMLがない場合、要領（案）の自動選択では、「XML
ファイルがありません」と表示されます。要領（案）選択で強
制的に要領（案）を選択すると、チェック結果に表示されま
す。

－

値が指定されていません。
△△ は必須入力です。

値が指定されていません。
縮尺 は必須入力です。

必須入力項目に、内容が記述されていません。
必須項目に、必ず要領（案）の規定従って内容を記述して
下さい。

使用文字に誤りがあります。赤字の文字は使用できませ
ん。
使用できる文字は ◎◎です。

<予備>○○○○(△△△) ｸﾞﾙｰﾌﾟ</予備>
使用文字に誤りがあります。赤字の文字は使用できませ
ん。
使用できる文字は 全角文字半角英数字  127桁以内 で
す。

文字桁数、禁則文字等が使用されています。
禁則文字は、赤字で表示されます。

要領（案）の規定に従って、使用できる文字で記述して下さ
い。
出力例では、全角英数字、半角カタカナ等の禁則文字が使
用されている、或は文字桁数に問題があることを示します。

データ表記形式に誤りがあります。
表記形式は ◎◎ です。

データ表記形式に誤りがあります。
表記形式は '[ライフサイクル1桁][整理番号1桁][図面種類2
桁][図面番号3桁][改訂履歴1桁].P21' です。

データ表記形式に誤りがあります。
表記形式は '工事','測量','調査','地質','広報','設計','その他'
です。

XMLファイルに記載されているファイル名、形式が要領（案）
の規定形式と一致しません。

要領（案）の規定に従って、表記形式で記述して下さい、出
力例では、図面ファイル名の命名規則、或は記述できる内
容に合致していないことを示します。

値に誤りがあります。
指定できる値は ◎◎ です。

値に誤りがあります。
指定できる値は BORING.XMLに記入されている経度_度と
一致 です。

XMLファイルに記載されている値が県の規定或は要領（案）
の規定と一致しません。

要領（案）の規定に従って、値を記述して下さい。
例は、チェックされたXMLに記述されたある項目の値が
BORING.XMLにある同じ項目の値と合致していません。

日付形式に誤りがあります。日付形式は ◎◎ です。
日付形式に誤りがあります。
日付形式は 'yyyy-mm-dd' です。

日付の記述が「2006-02-15」の形式になっていません。 要領（案）の規定に従って、日付形式を記入して下さい。

△△( ◇◇ )より前の日付です。 履行期間-着手( 2004-04-01 )より前の日付です。 後の日付が前の日付よりも若い内容が記述されています。 日付の前後を確認し、記述を修正して下さい。

同じ値 ◎◎ が記述されています。
<シリアル番号>1</シリアル番号>
同じ値 1 が記述されています。

シリアル番号など、要領（案）ではユニークな番号を記述す
ると規定されている項目に、同じ値が入力されています。

要領（案）の規定に従って、重複しない、ユニークなシリアル
番号で記述して下さい。

値に誤りがあります。指定できる値は ◎◎ ～ △△ の範囲
です。

値に誤りがあります。指定できる値は 12000 ～12500 の範
囲です。

入力された値の範囲に誤りがあります。 要領（案）の規定に従って、正しい範囲を記述して下さい。

文字数に誤りがあります。文字数は ◎◎ 桁固定です。 文字数に誤りがあります。文字数は 8 桁固定です。 記述した値の文字数が規定を満たしていません。
要領（案）の規定に従って、正しい文字数で記述して下さ
い。

文字数に誤りがあります。文字数は ◎◎ 桁以上 △△ 桁
以内です。

文字数に誤りがあります。文字数は 1 桁以上 64桁以内で
す。

記述した値の文字数が規定を満たしていません。
要領（案）の規定に従って、正しい文字数で記述して下さ
い。

文字数に誤りがあります。バイト数は ◎◎ 桁固定です。 文字数に誤りがあります。バイト数は 8 桁固定です。
記述した値のバイト数（半角文字数）が規定を満たしていま
せん。

要領（案）の規定に従って、正しいバイト数（半角文字数）で
記述して下さい。

文字数に誤りがあります。バイト数は ◎◎ 桁以上 △△ 桁
以内です。

文字数に誤りがあります。バイト数は 1 桁以上 64桁以内で
す。

記述した値のバイト数（半角文字数）が規定を満たしていま
せん。

要領（案）の規定に従って、正しいバイト数（半角文字数）で
記述して下さい。

■　共通メッセージ
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文字数に誤りがあります。文字数は整数部 ◎◎ 桁固定、
小数部 △△ 桁固定です。

文字数に誤りがあります。文字数は整数部 8 桁固定、小数
部 3 桁固定です。

記述した値の桁数が規定を満たしていません。
要領（案）の規定に従って、正しい文字桁数で記述して下さ
い。

文字数に誤りがあります。文字数は整数部 ◎◎ 桁固定、
小数部 △△ 桁以上 ◇◇ 桁以内です。

文字数に誤りがあります。文字数は整数部 8 桁固定、小数
部 1 桁以上 3 桁以内です。

記述した値の桁数が規定を満たしていません。
要領（案）の規定に従って、正しい文字桁数で記述して下さ
い。

文字数に誤りがあります。文字数は整数部 ◎◎ 桁以上 △
△ 桁以内、小数部 ◇◇ 桁固定です。

文字数に誤りがあります。文字数は整数部 1 桁以上 8 桁
以内、小数部 3 桁固定です。

記述した値の桁数が規定を満たしていません。
要領（案）の規定に従って、正しい文字桁数で記述して下さ
い。

文字数に誤りがあります。文字数は整数部 ◎◎ 桁以上 △
△ 桁以内、小数部 ◇◇ 桁以上 ○○ 桁以内です。

文字数に誤りがあります。文字数は整数部 1 桁以上 8 桁
以内、小数部 1 桁以上 3 桁以内です。

記述した値の桁数が規定を満たしていません。
要領（案）の規定に従って、正しい文字桁数で記述して下さ
い。

文字数に誤りがあります。バイト数は整数部 ◎◎ 桁固定、
小数部 △△ 桁固定です。

文字数に誤りがあります。バイト数は整数部 8 桁固定、小
数部 3 桁固定です。

記述した値の桁数が規定を満たしていません。
要領（案）の規定に従って、正しいバイト桁数（半角数値桁
数）で記述して下さい。

文字数に誤りがあります。バイト数は整数部 ◎◎ 桁固定、
小数部 △△ 桁以上 ◇◇ 桁以内です。

文字数に誤りがあります。バイト数は整数部 8 桁固定、小
数部 1 桁以上 3 桁以内です。

記述した値の桁数が規定を満たしていません。
要領（案）の規定に従って、正しいバイト桁数’半角数値桁
数）で記述して下さい。

文字数に誤りがあります。バイト数は整数部 ◎◎ 桁以上
△△ 桁以内、小数部 ◇◇ 桁固定です。

文字数に誤りがあります。バイト数は整数部 1 桁以上 8 桁
以内、小数部 3 桁固定です。

記述した値の桁数が規定を満たしていません。
要領（案）の規定に従って、正しいバイト桁数（半角数値桁
数）で記述して下さい。

文字数に誤りがあります。バイト数は整数部 ◎◎ 桁以上
△△ 桁以内、小数部 ◇◇ 桁以上 ○○ 桁以内です。

文字数に誤りがあります。バイト数は整数部 1 桁以上 8 桁
以内、小数部 1 桁以上 3 桁以内です。

記述した値の桁数が規定を満たしていません。
要領（案）の規定に従って、正しいバイト桁数（半角数値桁
数）で記述して下さい。

ファイル名に誤りがあります。文字数はベース名 ◎◎ 桁固
定、拡張子 △△ 桁固定です。

ファイル名に誤りがあります。文字数はベース名 8 桁固
定、拡張子 3 桁固定です。

記述したファイル名の桁数が左記の規定を満たしていませ
ん。

要領（案）の規定に従って、正しいファイル名を記述して下さ
い。

ファイル名に誤りがあります。文字数はベース名 ◎◎ 桁固
定、拡張子 △△ 桁以上 ◇◇ 桁以内です。

ファイル名に誤りがあります。文字数はベース名 8 桁固
定、拡張子 1 桁以上 3 桁以内です。

記述したファイル名の桁数が左記の規定を満たしていませ
ん。

要領（案）の規定に従って、正しいファイル名を記述して下さ
い。

ファイル名に誤りがあります。文字数はベース名 ◎◎ 桁以
上 △△ 桁以内、拡張子 ◇◇ 桁固定です。

ファイル名に誤りがあります。文字数はベース名 1 桁以上
8 桁以内、拡張子 3 桁固定です。

記述したファイル名の桁数が左記の規定を満たしていませ
ん。

要領（案）の規定に従って、正しいファイル名を記述して下さ
い。

ファイル名に誤りがあります。文字数はベース名 ◎◎ 桁以
上 △△ 桁以内、拡張子 ◇◇ 桁以上 ○○ 桁以内です。

ファイル名に誤りがあります。文字数はベース名 1 桁以上
8 桁以内、拡張子 1 桁以上 3 桁以内です。

記述したファイル名の桁数が左記の規定を満たしていませ
ん。

要領（案）の規定に従って、正しいファイル名を記述して下さ
い。

ファイル名に誤りがあります。バイト数はベース名 ◎◎ 桁
固定、拡張子 △△ 桁固定です。

ファイル名に誤りがあります。バイト数はベース名 8 桁固
定、拡張子 3 桁固定です。

記述したファイル名の桁数が左記の規定を満たしていませ
ん。

要領（案）の規定に従って、正しいファイル名を半角文字記
述して下さい。

ファイル名に誤りがあります。バイト数はベース名 ◎◎ 桁
固定、拡張子 △△ 桁以上 ◇◇ 桁以内です。

ファイル名に誤りがあります。バイト数はベース名 8 桁固
定、拡張子 1 桁以上 3 桁以内です。

記述したファイル名の桁数が左記の規定を満たしていませ
ん。

要領（案）の規定に従って、正しいファイル名を半角文字記
述して下さい。

ファイル名に誤りがあります。バイト数はベース名 ◎◎ 桁
以上 △△ 桁以内、拡張子 ◇◇ 桁固定です。

ファイル名に誤りがあります。バイト数はベース名 1 桁以上
8 桁以内、拡張子 3 桁固定です。

記述したファイル名の桁数が左記の規定を満たしていませ
ん。

要領（案）の規定に従って、正しいファイル名を半角文字記
述して下さい。

ファイル名に誤りがあります。バイト数はベース名 ◎◎ 桁
以上 △△ 桁以内、拡張子 ◇◇ 桁以上 ○○ 桁以内で
す。

ファイル名に誤りがあります。バイト数はベース名 1 桁以上
8 桁以内、拡張子 1 桁以上 3 桁以内です。

記述したファイル名の桁数が左記の規定を満たしていませ
ん。

要領（案）の規定に従って、正しいファイル名を半角文字記
述して下さい。

記入された値はTECRISコード表に含まれていません。 （同エラーメッセージ）
発注者コート等の項目に入力された値がTECRISコード表と
一致しません。

TECRISコード表にある値を記入して下さい。
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記入された値はCORINSコード表に含まれていません。 （同エラーメッセージ）
発注者コート等の項目に入力された値がCORINSコード表と
一致しません。

CORINSコード表にある値を記入して下さい。

◎◎が連番ではありません。 その他サブフォルダ名が連番ではありません。
通常001から002など連番が記入されるべき値に連番が付
与されていません。

連番となるよう設定してください。

指定されている納品ファイル( △△ )がフォルダ( ◎◎ )に存
在しません。(XML或いはファイル、フォルダ名を確認して下
さい)

指定されている納品ファイル( REP01_01.DOC )がフォルダ(
REPORT\ORG )に存在しません。(XML或いはファイル、
フォルダ名を確認して下さい)

管理ファイル（例：REPORT.XML）に記述した納品ファイルが
納品フォルダに存在していません。

XMLに記載したファイル名が実際の納品フォルダに存在し
ているかを確認して下さい

DTDファイル( ◎◎ )の内容が電子納品要領案( △△ )と一
致しません。

DTDファイル( MEET03.DTD )の内容が電子納品要領案(
MEET03.DTD )と一致しません。

成果品に格納されているDTDファイルの内容とCS-GVが保
有している内容と違います。

DTDが古いか、内容が変更された可能性があります。最新
のDTDを使用して下さい。

XMLファイル( ◎◎ )のXML構成に誤りがあります。XMLファ
イルを確認して下さい。

XMLファイル( DRAWING.XML )のXML構成に誤りがありま
す。
XMLファイルを確認して下さい。

XMLの記述に誤りがあり、DTDと一致していません。
通常は、以下のような内容も表示されます。

XMLファイルに誤りがあります。
ファイル名:file:///C:/Documents-10728980280and-
10728980280Settings/C221/My-10728980280Documents/
成果品/935070059/Data/DRAWING/DRAWING.XML
エラーコード:-1072898028
行:24
桁:12
データ:<追加対象工種-数値>001</追加対象工種-数値>

XMLファイルがDTDの規定通りに作成されているかを確認
して下さい。

外部XMLファイル( ◎◎ )が存在しない為、データを参照す
る事が出来ません。

<シリアル番号>2</シリアル番号>
外部XMLファイル( C:\Documents and Settings\C221\My
Documents\チェック結果
\200411110228\Data\MEET\..\PHOTO\PHOTO.XML )が
存在しない為、データを参照する事が出来ません。

打合せ簿に指定している関連資料（PHOTO.XML）が成果品
データに存在してない場合、表示されます。

関連資料の指定が正しいかを確認して下さい。

【注意】ファイル( ◎◎ )の最大サイズを超えています。
最大サイズは( △△ )MB以下です。

<写真ファイル名>P0000002.JPG</写真ファイル名>
【注意】ファイルの最大サイズを超えています。
最大サイズは( 1.0 )MB以下です。

納品ファイルのサイズが大きい場合に発生します。
報告書PDFは5MBまで
写真は1MBまで
図面は80MBまでで作成する必要があります。
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エラーメッセージ 出力例 原因 対処方法

緯度、経度が山梨県の範囲を超えています。山梨県の領域
の範囲は以下のとおりです。
緯度：0350925～0355842
経度：1380941～1390838

（同エラーメッセージ） 経度緯度が山梨県の範囲を超えています。
正しい山梨県域の範囲の緯度、経度を記述して下さい。
エラーメッセージでは、山梨県域の範囲を示しています。

緯度、経度が山梨県の範囲を超えています。山梨県の領域
の範囲は以下のとおりです。
緯度：35.092500～35.584200
経度：138.094100～139.083800

（同エラーメッセージ）
経度緯度が山梨県の範囲を超えています。
建築の成果品で発生する可能性があります。

正しい山梨県域の範囲の緯度、経度を記述して下さい。
エラーメッセージでは、山梨県域の範囲を示しています。

「西側と東側」「北側と南側」の座標を入れ間違えている可
能性があります。確認の上、記入してください。

（同エラーメッセージ）
西側境界座標経度の値が東側境界座標経度の値より小さ
いです。

西側境界座標経度の値と東側境界座標経度の値を確認い
て下さい。

下位(もしくは上位)打合せ簿シリアル番号に指定されている
シリアル番号が存在しません

（同エラーメッセージ）
下位打合せ簿（もしくは上位打合せ簿）のシリアル番号の指
定が間違っています。

下位打合せ簿（もしくは上位打合せ簿）のシリアル番号を確
認し、正しいシリアル番号を記述して下さい。

同様の記述がINDEX_C.XMLの"その他オリジナルファイル
フォルダ名"にありません。

（同エラーメッセージ）
OTHRS.XMLに記述されるサブフォルダ名は、INDEX_C.XML
に同様のフォルダを記述する必要があります。

OTHRS.XMLに記述されるサブフォルダ名をINDEX_C.XMLに
も同様のフォルダを記述するようにして下さい。

同様の記述がINDEX_EC.XMLの"その他オリジナルファイル
フォルダ名"にありません。

（同エラーメッセージ） 同上
OTHRS.XMLに記述されるサブフォルダ名をINDEX_C.XMLに
も同様のフォルダを記述するようにして下さい。

同様の記述がINDEX_MC.XMLの"その他オリジナルファイル
フォルダ名"にありません。

（同エラーメッセージ） 同上
OTHRS.XMLに記述されるサブフォルダ名をINDEX_C.XMLに
も同様のフォルダを記述するようにして下さい。

■　緯度経度関係メッセージ

■　打合せ簿関係メッセージ

■　工事その他資料関係メッセージ
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エラーメッセージ 出力例 原因 対処方法

追加対象工種-数値に記載がありません。 （同エラーメッセージ） 追加対象工種-数値に、値が記述されていません。
基準(案)・要領(案)で規定されている以外の<対象工種-数
値>を使用する場合は、必ずその値を<追加対象工種-数値
>に記入する必要がありますので、記述して下さい。

図面種類に誤りがあります。図面種類は ◎◎ です。
図面種類に誤りがあります。
図面種類は 規定の図面種類或いは追加図面種類-略語の
値 です。

ファイル名の図面種類が基準（案）に規定された図面種類、
あるいは追加図面種類の略語と一致しません。

基準（案）・要領（案）に規定された図面種類、或は追加図
面種類の略語を記述して下さい。

記入された値「◎◎」は、対象工種に既に存在しています。 記入された値「CS」は、対象工種に既に存在しています。
追加図面種類略語に記述した値は、対象工種にある図面
種類が記述されました。

対象工種にない記号を追加図面種類略語として使用して下
さい。

◎◎に対する「対象工種-数値」に記載がない為、
図面種類の検査を行うことが出来ません。

D0LC001Z.P21に対する「対象工種-数値」に記載がない
為、
図面種類の検査を行うことが出来ません。

<図面ファイル名>の3,4桁目のアルファベットは図面種類を
表しますが、使用することが可能な図面種類は、工種ごと
に変化します。
本エラーは各<図面ファイル名>に対する<対象工種-数値>
が未記入のため発生します。

相応しい工種番号をそれぞれの<対応工種-数値>に記入し
てください。

【注意】ファイル形式が◎◎◎ではありません。 【注意】ファイル形式がSFCではありません。
山梨県ガイドライン案では、電子納品に用いるCADの拡張
子は原則SFCとされています。

相応しいファイル形式でデータを作成し、納品してください。

工事情報にデータの記述があります。 （同エラーメッセージ）

平成15年度以前に発表されたPHOTO.XMLには、工事情報
の記入欄が存在します。
写真単体での納品を想定して用意された項目であり、
INDEXを含む通常の電子納品成果品では、記入の必要が
ない情報です。

山梨県ガイドライン案にて指定されている要領案を使用す
る限り表示されることはありません。
表示された場合は、PHOTO.XMLの作成方法を見直してくだ
さい。

値が指定されていません。
撮影年月日 は必須入力です。

（同エラーメッセージ）
国土交通省平成18年1月の要領（案）では、撮影年月日が
必須と決められていますので、撮影年月日が入力していま
せん。

平成18年1月の要領（案）では、撮影年月日が必須と決めら
れていますので、撮影年月日を入力して下さい。

写真-大分類が'工事'、写真区分が'品質管理写真'もしくは'
出来形管理写真'の場合は必須記入です。

<工種></工種>
写真-大分類が'工事'、写真区分が'品質管理写真'もしくは'
出来形管理写真'の場合は必須記入です。

写真の大分類が工事、写真区分が品質管理写真もしくは出
来形管理写真の場合、工種は必須入力となります。

写真の大分類が工事、写真区分が品質管理写真もしくは出
来形管理写真の場合、工種を必ず入力して下さい。

写真-大分類が'工事'、写真区分が'出来形管理写真'の場
合は必須記入です。

<種別></種別>
写真-大分類が'工事'、写真区分が'出来形管理写真'の場
合は必須記入です。

写真の大分類が工事、写真区分が'出来形管理写真の場
合、種別は必須入力となります。

写真の大分類が工事、写真区分が'出来形管理写真の場
合、種別を必ず入力して下さい。

■　図面関係メッセージ

■　写真関係メッセージ
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エラーメッセージ 出力例 原因 対処方法

コード1次、コード2次、コード3次のいずれか(もしくは全て)
の値が緯度経度情報から算出される値と異なります。

（同エラーメッセージ）
BEDnnnn.XMLに記述されるコード1次、コード2次、コード3次
の値は、緯度、経度情報より、決まった計算式で算出されま
す、これらの値が正しくありません。

計算式に関しては、要領（案）を参照して下さい。正しく計算
して下さい。

「使用するX軸番号」または、「使用するY軸番号」は「軸番
号」に記入されている値を記入してください。

（同エラーメッセージ）
TS*.XML内の<使用するX軸番号>もしくは<使用するY軸番
号>にて発生するエラーで、記入されている値が、<軸番号>
に記入されていないため発生します。

<軸番号>に値を記述して下さい。

【注意】最終深度は総掘進長以下でなければなりません。
ただし、最終深度で標準貫入試験等の試験を実施している
場合は問題ありません。

（同エラーメッセージ）

記述された最終深度の値が総掘進長の値より大きい場合
に表示されます。
ただし、最終深度で標準貫入試験等の試験を実施している
場合は問題ありません。

最終深度の値と総掘進長の値を確認し、正しい値を記述し
て下さい。

「デジタル試料供試体写真ファイル名」に記入されている
ファイル名が要領(案)の命名規則に従っていません。

<デジタル試料供試体写真ファイル名>S0020001.JPG</デ
ジタル試料供試体写真ファイル名>
「デジタル試料供試体写真ファイル名」に記入されている
ファイル名が要領(案)の命名規則に従っていません。

ファイル名の命名規則にあっていません。 ファイル名を要領（案）の規定通りに修正して下さい。

【注意】GRNDTST.XMLにデータシート交換用データ
(TS*.XML)の記載がないためチェックを行っていません。
TS*.XMLがない場合はエラーではありません。

（同エラーメッセージ）
TS*.XMLファイルのない場合表示されます。エラーではあり
ません。

－

チェックを行っておりません。GRNDTST.XMLに記載されて
いる試験コード(◎◎)に該当する様式で記述されていませ
ん。

【TS001001.XML】
チェックを行っておりません。
GRNDTST.XMLに記載されている試験コード(A1202)に該当
する様式で記述されていません。

TS*.XMLが規定の試験コードの様式（DTD）に作成されてい
ないため、チェックできません。

正しくTS*.XMLを作成して下さい。

チェックを行っておりません。
GRNDTST.XMLに試験コードが記述されていません。

【TS001001.XML】
チェックを行っておりません。
GRNDTST.XMLに試験コードが記述されていません。

GRNDTST.XML内のTS*.XMLに対する<試験コード>に値が
記述されたいたないため、発生するエラーです。

<試験コード>に相応しいコードを記述してください。

○○ はファイル名の試料連番と一致しません。
TSnnnmmm.XML の nnn と同じ値を記入してください。

〔TS001001.XML〕
<試料連番>001</試料連番>
001はファイル名の試料連番と一致しません。
TSnnnmmm.XML の nnn と同じ値を記入してください。

試料連番はTSnnnmmm.XML の nnn の値と一致していない
場合に発生します。

TSnnnmmm.XML の nnn と同じ値を記入してください。

GRNDTST.XMLに記述されている◎◎に対応する「○○」の
内容と一致しません。

〔TS001001.XML〕
<試験者>日本太郎</試験者>
GRNDTST.XMLに記述されているTS001001.XMLに対応す
る「試験者」の内容と一致しません。

要領（案）ではGRNDTST.XMLに記入した「試験者」が
TS001001.XMLに記入された試験者と一致する必要があり
ます。この両者の値が一致していません。

一致した値を記入して下さい。

■　地質関係メッセージ
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エラーメッセージ 出力例 原因 対処方法

"測量区分"、"測量成果区分"のフォルダの組み合わせが
測量情報管理ファイル(SURVEY.XML)の"測量記録フォルダ
パス名"、"測量成果フォルダパス名"及び"その他データ
フォルダパス名"に存在しません。

（同エラーメッセージ）

測量の地形、路線等のサブフォルダのXMLに記述される測
量区分、測量成果区分或は測量細区分のフォルダの組み
合わせが測量情報管理ファイル（SURVEY.XML）にある"測
量記録フォルダパス名"、"測量成果フォルダパス名"に記
述されていません。

測量成果フォルダパス名を記述して下さい。

"測量区分"、"測量成果区分"のフォルダの組み合わせが
測量情報管理ファイル(SURVEY.XML)の"測量記録フォルダ
パス名"、"測量成果フォルダパス名"に存在しません。

（同エラーメッセージ）

測量の地形、路線等のサブフォルダのXMLに記述される測
量区分、測量成果区分或は測量細区分のフォルダの組み
合わせが測量情報管理ファイル（SURVEY.XML）にある"測
量記録フォルダパス名"、"測量成果フォルダパス名"に記
述されていません。

測量成果フォルダパス名を記述して下さい。

"測量区分"、"測量成果区分"及び"測量細区分"のフォル
ダの組み合わせが測量情報管理ファイル(SURVEY.XML)の
"測量記録フォルダパス名"、"測量成果フォルダパス名"及
び"その他データフォルダパス名"に存在しません。

（同エラーメッセージ）

測量の地形、路線等のサブフォルダのXMLに記述される測
量区分、測量成果区分或は測量細区分のフォルダの組み
合わせが測量情報管理ファイル（SURVEY.XML）にある"測
量記録フォルダパス名"、"測量成果フォルダパス名"に記
述されていません。

測量成果フォルダパス名を記述して下さい。

"測量区分"、"測量成果区分"及び"測量細区分"のフォル
ダの組み合わせが測量情報管理ファイル(SURVEY.XML)の
"測量記録フォルダパス名"、"測量成果フォルダパス名"に
存在しません。

（同エラーメッセージ）

測量の地形、路線等のサブフォルダのXMLに記述される測
量区分、測量成果区分或は測量細区分のフォルダの組み
合わせが測量情報管理ファイル（SURVEY.XML）にある"測
量記録フォルダパス名"、"測量成果フォルダパス名"に記
述されていません。
対処方法：上記参照

測量成果フォルダパス名を記述して下さい。

【注意】「○○」(ファイル名：◎◎)は、山梨県では納品項目
ではありません。

〔SURV_RSN.XML〕
[RCAE5001.TXT]
<測量成果ファイル名>RCAE5001.TXT</測量成果ファイル
名>
【注意】「中心線測量の計算簿(数値データ)」(ファイル名：
RC?E5???.XXX)は、山梨県では納品項目ではありません。

山梨県ガイドラインにて不要とされている成果を納品した場
合に発生します。

納品項目から外すことで解消可能です。

「測量区分」が「基準点測量」「水準測量」以外の場合は
「99」以外を記入することはできません。

〔SURVEY.XML〕
[等級]
<等級>22</等級>
「測量区分」が「基準点測量」「水準測量」以外の場合は
「99」以外を記入することはできません。

等級の値に誤りがあります。
「測量区分」が「基準点測量」「水準測量」以外の場合は
「99」を記述して下さい。

「測量区分」が「◎◎」の場合は指定できる値は「△△」のい
ずれかです。

〔SURVEY.XML〕
[等級]
<等級>55</等級>
「測量区分」が「基準点測量」の場合は指定できる値は「10
～14、21～24、99」のいずれかです。

等級の値に誤りがあります。
「測量区分」が「基準点測量」の場合は指定できる値は「10
～14、21～24、99」のいずれかを記述して下さい。
各種測量区分の関係は要領案を確認してください。

■　測量関係メッセージ
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エラーメッセージ 出力例 原因 対処方法

機器コードの記述が合っていません。10から14桁の半角英
数字、[機器コード]が発生しない場合は「ZZ」を記入してくだ
さい。

（同エラーメッセージ） 機器コードの入力に誤りがあります。
10から14桁の半角英数字、[機器コード]が発生しない場合
は「ZZ」を記入して下さい。

工事完成図書の成果品においてサブフォルダを作成するこ
とは認められていません。
サブフォルダは設計業務の成果品で使用する場合がありま
す。

工事完成図書の成果品においてサブフォルダを作成するこ
とは認められていません。
サブフォルダは設計業務の成果品で使用する場合がありま
す。

最新の機械設備工事編の基準(案)・要領(案)では
DRAWINGF及びDRAWINGSフォルダの配下に任意のフォル
ダを作成することが可能かに見えますが、サブフォルダの
作成は、設計業務の成果品にのみ使用することが可能で
す。

工事完成図書でのサブフォルダの使用を取りやめてくださ
い。

「台帳フォルダ名」が未記入の場合は「0」で固定です。 「台帳フォルダ名」が未記入の場合は「0」で固定です。
エラーメッセージが示すように、<基礎情報>の<台帳フォル
ダ名>が未記入の場合は、必ず「0」を記入してください。

<基礎情報>の<台帳フォルダ名>が未記入の場合は、必ず
「0」を記入して下さい。

○○ にデータの記述があります。
電子成果物の有無が「0」の場合は記述の必要はありませ
ん。

図面ファイル名 にデータの記述があります。
電子成果物の有無が「0」の場合は記述の必要はありませ
ん。

官庁営繕の管理ファイルには対象のファイルを電子納品す
るか否かを設定する要素<電子成果物の有無>が存在しま
す。
この値が「0」の時、電子納品しないということになります。
にもかかわらず、図面ファイル名等に何らかの記述が存在
する場合 発生します

電子成果物の有無が「0」の場合は何も記述しないでくださ
い。

■　営繕課関係メッセージ

■　機械設備工事編関係メッセージ
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分類 エラーメッセージ 出力例 原因 対処方法

フォント
フォントが埋め込まれているか、もしくは特殊なフォン
トが使用されています。

（同エラーメッセージ） PDFファイルにフォントが埋め込まれています。 フォントの埋め込みをしないようにして下さい。

しおりが存在しません。 （同エラーメッセージ） しおりが作成されていません。 しおりを作成して下さい。

Level○○以上のしおりが存在します。 Level4以上のしおりが存在します。
要領（案）では、しおりがレベル3まで作成すると規定
されています、レベル4以上のしおりが作成されてい
ます。

レベル4以上のしおりを削除して下さい。

リンクされていないしおりが存在します。 リンクされていないしおりが存在します。 リンクされていないしおりがあります。 しおりとページのリンクを作成して下さい。

セキュリティ セキュリティが設定されています。 （同エラーメッセージ） セキュリティ（パスワード）が設定されています。 セキュリティを解除して下さい。

ファイルの障害 ファイル( ○○ )の読込みに失敗しました。
ファイル( REPORT05.PDF )の読込みに失敗しまし
た。

チェック時に、成果品にある報告書PDFが開けませ
ん。
PDF自体のバージョンが高い場合発生する可能性が
あります。

PDFのバージョンを1.4に設定することで回避可能で
す。

ファイルの存在 チェック対象となるファイルが存在しません。 （同エラーメッセージ） 成果品に報告書PDFファイルが含まれていません。

報告書PDFファイルがあるかを確認して下さい。
要領（案）では、報告書（REPORT）フォルダに格納す
るPDFファイルのみ作成規定を設けており、それ以
外のフォルダにPDFファイルが格納されていても、
チェックの規定がないため、チェックを行いません。
但し、官庁営繕の成果品場合は、この限りではあり
ません。

しおり
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エラーメッセージ 出力例 原因 対処方法

【注意】全ての要素に○線以外の線種が使用
されています。(線種「●線」「◎線」が使用され
ています、正しい線種は「○線」です。)再度確
認又は問題ないか受発注者で協議してくださ
い。

【注意】全ての要素に実線以外の線種が使用
されています。(線種「破線」「点線」が使用され
ています、正しい線種は「実線」です。)再度確
認又は問題ないか受発注者で協議してくださ
い。

要領（案）の規定以外の線種、或はユーザが
定義した線種を使用しています。
ユーザ定義の線種の場合は、線種名、ピッチ
が表示されます。

問題ないか受発注者間で協議してください。

【注意】全ての要素に○以外の線色が使用さ
れています。(線色「●」「◎」が使用されていま
す、正しい色は「○」です。)再度確認又は問題
ないか受発注者で協議してください。

【注意】全ての要素に赤以外の線色が使用さ
れています。(線色「白」「青」が使用されていま
す、正しい色は「赤」です。)再度確認又は問題
ないか受発注者で協議してください。

要領（案）の規定以外の線色、或はユーザが
定義した線色を使用しています。
ユーザ定義の線色の場合は、線色のRGBが
表示されます。

問題ないか受発注者間で協議してください。

【注意】寸法値（nnn）は真ではありません。再
度確認又は問題ないか受発注者間で協議し
てください。

【注意】寸法値（100）は真ではありません。再
度確認又は問題ないか受発注者間で協議し
てください。

実際に図面に記述されている線から算出でき
る値と、寸法線に記述されている値が異なる
場合に発生します。

問題ないか受発注者間で協議してください。

「○△□」に禁則文字「△」が使用されていま
す

「仮設図（ｺﾝｸﾘｰﾄ）」に禁則文字「ｺﾝｸﾘｰﾄ」が
使用されています

要領（案）の規定で、使用してはいけない文字
(禁則文字)が使用されています。

禁則文字を使用しないように変更します。

1) 【注意】左側の余白（○○mm）が不足してい
ますとなっています。再度確認又は問題ない
か受発注者間で協議してください。

2) 【注意】要素が用紙外（○側）にありますと
なっています。再度確認又は問題ないか受発
注者間で協議してください。

1) 【注意】右側の余白(1.0mm)が不足していま
すとなっています。再度確認又は問題ないか
受発注者間で協議してください。

2) 【注意】 要素が用紙外（右側）にありますと
なっています。再度確認又は問題ないか受発
注者間で協議してください。

1) 図面輪郭線から、用紙との間の余白
20.0mm以下に設定されている、若しくは余白
になんらかの要素が描かれている場合、この
メッセージが表示されます。
ただし、図面サイズを表す用紙枠線上に、直
線または折れ線要素が重なって(許容範囲
0.0001mm)いた場合は、このエラーが発生しま
せんが、用紙枠線が規定の図面サイズと一致
しない場合は、このエラーが発生します。

2) 図面輪郭線外(20.0mm)に要素がある場合、
このエラーが発生します。

問題ないか受発注者間で協議してください。

【注意】用紙サイズが「用紙サイズ名」ですと
なっています。再度確認又は問題ないか受発
注者間で協議してください。

【注意】用紙サイズが「A0横」ですとなっていま
す。再度確認又は問題ないか受発注者間で協
議してください。

用紙サイズが規定サイズのA1以外、フリーサ
イズ等の場合、このエラーが発生します。

問題ないか受発注者間で協議してください。

禁則文字

図面余白

用紙サイズ

線色

寸法真偽

分類

　線種



CADファイルチェック

Yamaichi-techno 2

エラーメッセージ 出力例 原因 対処方法分類

レイヤ名 [ C-BMK ] は 基準(案)・要領(案)の
レイヤ名に適していません

レイヤ名 [ 0 ] は 基準(案)・要領(案)のレイヤ
名に適していません

新規レイヤ [ レイヤ名 ] が使用されていませ
ん

新規レイヤ [ D-MCH-YYY ] が使用されてい
ません

XMLに追加レイヤを記述したにもかかわらず、
実際図面にこの新規レイヤが使用されていま
せん。

新規（追加）したレイヤが図面の中の使用状況
を確認して下さい。

レイヤ名 [ レイヤ名 ] は新規レイヤとして使用
されています

レイヤ名 [ D-MCH-XXXX ] は新規レイヤとし
て使用されています

エラーではありません。
XMLに記述した新規レイヤ（追加）レイヤが正
しく図面に使用されていることを示します。

－

外枠のレイヤ( TTL関連 )がありません （同エラーメッセージ）
図面レイヤに、ＴＴＬレイヤが使用されていない
場合、このエラーが発生します。

TTLレイヤは必須ですので、TTLレイヤを作成
の上、図面の輪郭線を設けて下さい。

選択された設計種類には指定された図面種類
を持つものがありません。（協議事項による追
加の場合はNGではない可能性があります）

（同エラーメッセージ）

指定された設計種類に、ファイル名に記述され
た図面種類が存在しない場合、チェック基準が
ありませんので、このメッセージが表示されま
す。但し、受発注者の協議で決めた図面種類
であれば、詳細のチェックはできませんが、こ
のメッセージを無視して下さい。

ファイル名に記述した図面種類は正しいかを
確認して下さい。

図面のオープンに失敗しました （同エラーメッセージ） 図面ファイルが開きません。
図面ファイルの形式や破損されているかを確
認して下さい。

新規（追加）レ
イヤ名

レイヤ名

TTLレイヤの使用

規定外図面種類

ファイルの障害

規定レイヤ名

対処方法；正しいレイヤを使用して下さい、追
加レイヤ名の場合は、XMLに記述しておく必要
があります。また、AutoCADから変更する場合
は、0レイヤが出力されることがありますので、
出力されない設定をした上、変換を行って下さ
い。

要領（案）に規定されていないレイヤ名を使用
しています。

レイヤ名 [ レイヤ名 ] は 基準(案)・要領(案)の
レイヤ名に適していません
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エラーメッセージ 出力例 原因 対処方法分類

チェック対象となるファイルが存在しません （同エラーメッセージ）
P21、SFCファイルが成果品に含まれていない
場合、このメッセージが表示されます。

－

【注意】全ての部分図( シート )の縮尺が 1/1に
設定されていますとなっています。再度確認又
は問題ないか受発注者間で協議してください。

【注意】部分図( シート )に縦横異縮尺が使用
されています
1/1よりも大きい縮尺が使用されていますと
なっています。再度確認又は問題ないか受発
注者間で協議してください。

（同エラーメッセージ）

以下の条件を含む場合、これらのメッセージが
表示されます。
　・全ての縮尺が1/1
　・部分図に縦横異縮尺が使用
　・1/1以上の縮尺が使用

問題ないか受発注者間で協議してください。

【注意】部分図に測量座標系が使用されてい
ませんとなっています。再度確認又は問題な
いか受発注者間で協議してください。

（同エラーメッセージ）
位置図・平面図(LC, PL, IP)で測量座標系が使
用されていない場合

問題ないか受発注者間で協議してください。

【注意】ラスターがありません、ラスター以外の
要素がありますとなっています。再度確認又は
問題ないか受発注者間で協議してください。

（同エラーメッセージ）
作図要素RSTRにラスターの要素がない、或は
ラスター以外の要素が含まれています。

問題ないか受発注者間で協議してください。

【注意】寸法線関連の要素が使用されていま
せんとなっています。再度確認又は問題ない
か受発注者間で協議してください。

（同エラーメッセージ）

図面に寸法線関連の要素が使用されていま
せん。
（寸法線要素関連 = 直線・角度・周長・半径・
直径・面取寸法）

問題ないか受発注者間で協議してください。

その他チェック

縮尺

ファイルの存在
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